
大
英
図
書
館
所
蔵

の
五
山
版

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て

石

井

修

道

こ
の
論
文
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
、
六
月

一
一
日
の
学
会
発
表

当
日
に
調
査
予
告
を
し
て
い
た
高
山
寺
所
蔵
に
な
る
南
宋
版

の

『禅
源

諸
詮
集
都
序
』

の
報
告
か
ら
ま
ず
始
め
た
い
。
七
月

一
四

・
一
五
日
に

高
山
寺

の
特
別
許
可
を
得
て
、
南
宋
版
を
拝
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
版

の
存
在

に
つ
い
て
は
、
常
盤
大
定
著

『支
那
仏
教
の
研
究

第

三
』
(春
秋
社
、
昭
和
一
八
年
一
一
月
)
所
収

の

「
宋
代
に
於
け
る
華
厳
教

学
興
隆

の
縁
由

(高
山
寺
所
蔵
の
宋
版
章
疏
、
附
、
写
本
及
欠
本
の
調
査
に

基
づ
き
て
)」

の
中
で
、
書
名

の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
高
山

寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編

『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文

書

目
録
第

二
』

(「高
山
寺
資
料
叢
書
」
第
五
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
)
の

「高

山
寺
聖
経
類
第
四
部
第
四
五
函
二
八
号
」
に
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。
禅
源
諸
詮
都
序
叙
巻
上
下

(宋
版
)
二
帖

[
1
]

巻
上

○
南
宋
時
代
刊
、
折
本
装
、

―高
山
寺
一朱
印
、
天
地

横
界
、

二
頁
六
行
、

一
行
十
三
字
、
版
心
記
継
目

ニ
ア
リ

無

点
、

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

[
2
]

巻
下

○
体
裁
等

[
1
]
二
同
ジ
、
中
尾
欠
、
但

シ
一高
山
寺

朱
印
ノ
上

二

「行
海
」
単
廓
朱
方
印

ヲ
重
ネ
タ
リ
、
版
心
記
継

目

ニ
ア
リ
、
無
点
、
原
表
紙
、
(同
書

二
九
二
頁
)

こ
の
よ
う
に
、
書
誌
的
に
は
報
告
済
み
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は

付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
大
き
さ
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
縦
三
〇
、
七

セ
ン
チ
、
横

一
一
セ
ン
チ
の
大
き
な
文
字

の
南
宋
版
の
折
本
で
あ
り
、

上
下
巻
共
に
天
地
界
内
は
約
二
四
セ
ン
チ
で
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
問
題

は
下
巻
の
欠
け
た
内
容
と
分
量
で
あ
り
、
特

に
今
回
の
発
表
で
問
題
に

し
た

い

「浄
染
十
重
図
」
(後
に
紹
介
す
る
宗
密
の
本
文
か
ら
の
仮
称
)
が

存
在
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
巻
下
は

一
丈
五
折
で
最

初
の
四
丈
し
か
存
在
せ
ず
、
五
丈
以
下
す
べ

て
欠
丈

の
た
め
、
「浄
染

十
重
図
」
は
も
ち
ろ
ん
、
刊
記
等
も
全
く
不
明
で
あ
る
。
高
山
寺
の
南

宋
版
は
天
下
の
孤
本
で
あ
る
の
で
、
こ
の
結
果
、
南
宋
版
の

「浄
染
十

重
図
」
は
、
現
在
で
は
い
か
な
る
内
容
で
あ

っ
た
か
は
完
全
に
不
明
と

な

っ
た
。
実
は
上
巻
も
完
本
で
は
な
く
、

一
一
丈
か
ら

二
六
丈
を
欠
い

て
い
る
。
確
か

め
う

る

こ
と

は
、
現
存
部
分
の
内
の
裴
休
の
序
文
と

一
一
七
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大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て

(石

井
)

一
一

八

『
都
序
』
の
本
文
は
、
朝
鮮
本

(弘
治
六
年
本
や
万
暦
四
年
本
)
と
ほ
ぼ
同

二
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
本
は
宋
版
の
刊
記
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
宋
版
を
復
刻
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
宋
版
に
相

当
す
る
も
の
と
高
山
寺
の
南
宋
版
は
同

一
系
統
の
版
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
回
の
調
査
の
最
も
重
要

な
成
果

で
あ
る
。

以
上
、
高
山
寺

の
南
宋
版
か
ら
知
ら
れ
る
書
誌
的
な
問
題
を
踏
ま
え

て
、
今

回
紹
介
す
る
五
山
版
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
よ
う
。

そ
も

そ
も
、
従
来

の

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
関
す
る
主
な
テ
キ
ス

ト
の
研

究
は
、
大
き
く
五
つ
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①

宇
井
伯
寿

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
(岩
波
文
庫
、

二
九
三
九
年
)

②

川
瀬
一
馬

『
五
山
版
の
研
究
』
(日
本
古
書
籍
商
協
会
、

一
九
七
〇
年
)

③

鎌
田
茂
雄

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
(筑
摩
書
房
、

一
九
七

一
年
)

④

再
雲
華

「禅
源
諸
詮
集
都
序
―
最
早
印
本
的
発
現
和
証
実
」
(『東
方
雑

誌
』
復
刊
第
八
巻
第
二
期
所
収
、
後
に

『中
国
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
に

転
載
、
東
初
出
版
社
、

二
九
九
〇
年
)

⑤

田
中
良
昭

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
(『敦
煙
禅
宗
文
献
の
研
究
』
所
収
、

大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)

す
な
わ
ち
、
①
は
宇
井
氏
が

一
九
三
九
年
に
明
蔵
本
を
底
本
と
し
て

岩
波
文
庫
よ
り
訳
注
を
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
蔵
本
は
、
続
蔵
経

や
大
正
蔵
経
の
底
本
と
し
て
最
も
流
布
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に

田
原
本
が
校
訂
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き

こ
と
で
、
五

山
版
と
の
関
係
は
後
に
明
確
に
な
る
。
今
回
、
問
題
に
す
る
五
山
版
に

つ
い
て
は
、
②
に
お
い
て
、
川
瀬

一
馬
氏
が
三
井
家
旧
蔵
の
五
山
版
を

紹
介
し
た
の
が
最
初
で
、
刊
記

(題
賊
)
と
巻
首

の
二
葉
の
写
真
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
そ
の
五
山
版
の
所

在
は
不
明
で
、
容
易
に
拝
覧
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
③
は
朝
鮮
本
の

万
暦
四
年
版
を
底
本
に
し
た
鎌
田
氏
の
訓
注
本
で
あ
る
。
そ
の
後
、
当

時
、
カ
ナ
ダ
の
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
の
再
雲
華
氏
が
、
今
回
問
題
に
す

る
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
五
山
版
を
紹
介
し
た
。
そ
の
五
山

版
は
、
川
瀬
氏
が
紹
介
し
た
三
井
家
旧
蔵
の
五

山
版

で
は

な
く
、
元

来
、
天
海
蔵
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
所
蔵

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
再

雲
華
氏
の
④
の
論
文
に
詳
し
い
。
た
だ
、
明
蔵
本
が
四
巻
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
宋
版
系
が
二
巻
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
は
い
る

が
、
後
に
紹
介
す
る
よ
う
な
田
原
本
と
の
密
接
な
関
係
等
は
言
及
さ
れ

て
は
い
な
い
。
五
山
版
に
つ
い
て
付
け

加

え
る

な
ら
ば
、
黒
田
亮
氏

は
、
「禅
源
諸
詮
集
都
序
に
就
い
て
」
(『朝
鮮
旧
書
考
』
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
四
〇
年
)
の
中
で
、
五
山
版

の
写
本
を
所
持
し
た
と
述
べ
、
田
原
本

と
五
山
版

の
密
接
な
関
係
、
及
び
朝
鮮
本

の
万
暦
四
年
本
が
宋
版
の
原

形
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。
⑤
は
田
中
氏
が
台
湾
国
立

中
央
図
書
館
蔵

の
敦
煙
文
献
を
紹
介
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
残
存
部
分

が

「浄
染
十
重
図
」
を
含
む
影
印
十
葉

の
興
味
深

い
断
巻
で
あ
る
。

目
下
、
筆
者
は
課
外
ゼ
ミ
の
成
果
を
小
川
隆
氏
と
共
同
で
、
五
山
版

を
底
本
と
し
て
、
「
『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
訳
注
研
究

(
一
)
(
二
)」
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(『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
二
・
五
三
号
、

一
九
九
四
・
一
九
九

五
年
)
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
の
研
究
途
上
、

五
山
版
を
調
査
す
る
必

要
に
せ
ま
ら
れ
、
駒
沢
大
学
の
研
究
員
の
モ
ル
テ
ソ

・
シ

ュ
ル
ッ
タ
ー

氏
を
通
じ
て
、
大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
際
入
手
し
て
み
る
と
、
五
山
版
と
田
原
本
と
は
、
「
丁
数
」
も

「字

数
」
も

「行
数
」
も
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判

明

し
た
。
た

だ
、
田
原
本
は
五
山
版
と
は
異
な

っ
て

「
返
り
点
」
や

「送
り
が
な
」

や
異
本
校
合
が
あ

っ
て
、
五
山
版
の

「
か
ぶ
せ
彫
り
」
で
は
な
い
。
し

か
し
、
わ
ず
か
な
誤
刻
を
除
い
て
は
、
五
山
版
と
同
じ
系
統

の
版
と
言

っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
い
う

田
原
本

と

は
、
京
都
田
原
仁
左
衛
門
刊
行

(駒
沢
大
学
図
書
館

一
二
一
―
二
)
の
も
の
を
さ
す
。
田
原
本
と
同
じ
形
態

の
も
の
に
、
京
都
平
野
屋
佐
兵
衛
刊
行
本
と
無
刊
記
本

の
二
種
類

(駒

沢
大
学
図
書
館

一
二
一
-
―三
、
一
二
一
―
二
四
)
も
あ
り
、
後
者
に
は
巻
上

の
末
尾

に
嘉
元
乙
巳
歳

(
一
三
〇
五
)
閏
十
二
月
上
弦

受

松

谷
慧

律

師
命
南
藺
敬
誌
」
の
識
語
が
あ

っ
て
今
後
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

川
瀬

一
馬
氏
の

『
五
山
版
の
研
究
』
二
九
八
頁
に
よ
れ
ば
、
田
原
仁
左

衛
門
は

『
夾
註
輔
教
編
』
の
五
山
版

を
寛
永

二
九
年

(
一
六
四
二
)
に

覆
刻
し

て
い
る
の
で
、
『
都
序
』

の
覆
刻
も
同
様
に
な
さ
れ
た
も

の
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
川
瀬
氏
が
同
書
に

『
禅
源
諸
詮
集
』
の
五
山

版

の
無
刊
記
の
覆
刻
を
指
摘
す
る
の
は
、
田
原
本
を
含
め
て
理
解
し
て

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
細
か
い
こ
と
を
言
え
ば
、
大
英
図
書

館

の
五
山
版
は
、
下
巻
の
末
尾
の
七
丁
は
補
写
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
田
原
本
の
開
版
の
時
、
五
山
版
の
春
屋
妙
髄
の
題
跋
を

削
除
し
た
為
に
田
原
本
と
五
山
版

の
関
係
が

知

ら
れ
難

く

な

っ
て
い

.

た
。
た
だ
、
題
跋
の
削
除
が
あ

っ
た
も
の
の
、
田
原
本
が
五
山
版
と
同

一
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
研
究
上
か
ら
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ら

で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
黒
田
亮
氏
は
、
「田
原
本
は
妙
葩
刊
行

の
五
山
版
に
依

っ
た
の
で
は
な
い
だ
う
か
」
(前
掲
書
二
二
七
頁
)
と
言

っ
て

い
る
。
ま

た
、
先
に
述
べ
る
よ
う
に
、
川
瀬
氏
は
そ

の
著

『
五
山
版

の
研
究
』

に

三
井
家
旧
蔵
本
の
刊
記

(題
跋
)
と
巻
首
の
二
葉
を
影
印

で
紹
介
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
田
原
本
と
比
較
す
れ
ば
、

同
系
統
で
あ
る
こ
と
は
、

推
測
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
五
山
版
が
田
原
本
と
同
じ
系

統
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、
既
に
宇
井

氏
の
岩
波
文
庫
で
は
、
明

蔵
本
と
田
原
本
の
校
訂
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
結
果
的
に
は
、
五
山
版

は
何
等
目
新
し
い
こ
と
は
な
い
。

つ
ま
り
、

五
山
版
と
田
原
本

の
関
係

に

っ
い
て

の
書
誌
学
的
問
題
は
従
来

の
研
究
で
解
決
済
み
と
言
え

よ

う
。
も
し
問
題
が
残
る
と
す
れ
ば
、
五
山
版

と
宋
版
の
関
係
が
あ
る
。

五
山
版
は
、
南
宋
版
を
知

っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
、
同
じ
宋

版
と
い
っ
て
も
幾
種
類
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
今

の
と
こ
ろ
筆
者
は
五
山
版
も
宋
版
を
承
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
高

山
寺
の
南
宋
版
と
は
別
系
統
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は

今
後
の
問
題
と
し
て
お
き
た
い
。

大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て

(石

井
)

二

九
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大
英
図
書
館
所
蔵

の
五
山
版

『禅

源
諸
詮
集
都
序
』
に

つ
い
て

(石

井
)

一
二
〇

以
上

の
よ
う
に
五
山
版
と
田
原
本
が
同

二
系
統
と
す
れ
ば
、
『都
序
』

は
、
大
き
く
朝
鮮
本

(11
南
宋
版
)
と
五
山
版

(11
田
原
本
)
と
明
蔵
本

の
三
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
種
類
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
明
蔵
本
と
万
暦
版
と

の
相
違
を
詳
し
く
研
究
し
た
論
考
が
、
鎌
田
氏
の

『
宗
密
教
学
の
思
想

史
的
研
究
』
(東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
)
に
収
め
ら
れ
い
る
。
そ

の
中
に
、
「宋
版
後
記
を
有
す
る
万
暦
本
お
よ
び
弘
治
本
が
、
明
蔵
本

と
著
し
く
相
違
し
て
い
る
点
は
、
裴
休
の
序
と

『起
信
論
』
に
も
と
つ

く
迷
い
の
十
重
と
悟
り
の
十
重
と
の
図
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
(二
四
四

頁
)
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
今
紹
介
し
た
五
山
版
と
の
相
違
を
加
え
る
と
、

鎌
田
氏

の

[
一
四
]
段

に
当
た
る
と
こ
ろ
に
、
字
井
氏
も
指
摘
す
る
よ

う
に
田
原
本

(
=五
山
版
)
に
の
み
四
百
六
十
四
字
が
あ
る

の
は
大
き

な
相
違
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
裴
休
の
序
と
こ
の

「
四
百
六
十

四
字
」

の
相
違
は
、
筆
者
等

の
訳
注
研
究
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
譲
り
た
い
。

そ
こ
で
問
題
が
残
る
の
は
、
「浄
染
十
重
図
」
の
相
違

で
あ

る
。
確

か
に
朝
鮮
本
と
五
山
版
と
明
蔵
本

の
三
種
の

「浄
染
十
重
図
」
は
、
相

違
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
密
が

「浄
染
十
重
図
」
を
表
す
理
由
は
、
何
で
あ

っ

た
で
あ
ろ
う
か
。

今
、
之
れ
を
画
い
て
図
と
為
す
は
、
凡
聖
の
本
末
、
大
蔵
の
経
宗
を
し
て
、

二
時

に
心
鏡

に
現
ぜ

し
め
ん
。
此

の
図

の
頭

は
中
間

に
在
り

て
、
衆
生

心
と

云
う
三
字
是
れ
な
り
。
此

の
三
字
よ
り
之
れ
を
読

み
て
、
分
か
れ
て
両
畔

に

向

か
う
。
朱
画

は
浄
妙

の
法
を
表
し
、
墨
画

は
垢
染

の
法
を
表
す
。

一
二
血

脈
を
尋

ね
て
之

れ
を
看

よ
。
朱
を
此

の
号
と
為

し
て
、
浄
法
十
重

の
次
を
記

し
、
墨

を
此

の
号
と
為

し
て
、
染
法
十
重

の
次
を
記
す
。
此

の
号
は
是
れ
本

論

の
文
、
此

の
点

は
是
れ
義
説

の
論

の
文
な
り
。

(諸
版

ほ
ぼ
同
文
)

つ
ま
り

、

一
目

で
、

浄

法

の
十

重

と

染

法

の
十

重

が

判

る

よ
う

に
考

え
出

し

た

図

だ

っ
た

の

で
あ

る
。

も

と

も

と

、

「
浄

染
十

重

図

」

の
原

図

は
、

朱

色

と

墨

色

で
書

か
れ

て

い

た
も

の

で
あ

る
が

、

本

文

の
説

明

は

残

っ
た
も

の

の
、

図

の
朱

色

は
あ

い

ま

い

な

ま

ま

に
伝

承
さ

れ

て
き

た

。

と

こ

ろ
が

、

宇

井

氏

は
、

次

の

よ
う

に

指
摘

す

る

。

田
原
本

ハ

『
今
単
線
引
是
朱
是
浄
、
双
線
引
是

墨
是
染
』

ヲ
加

フ
、
之

ニ
ョ

リ
テ
知

ラ

ル
ル
如

ク
田
原
本

ノ
以
下

ノ
図

ハ
全

ク
他

ト
異

ナ

ル
モ
ノ
ナ
リ
、

又
朝
鮮
本

ノ

モ
他

ト
異

ナ
ル
、
元
禄
本

ノ

モ

一
種
特
別

ナ
リ

(前
掲
書

二
三

六
頁
)

田
原

本
は
朱
書
を
単
線

に
て
、

墨
書

を
双
線

に
て
示
し
、
朝
鮮
本

は
此
区
別

を
も
凡

て
捨

て
て
居

る
。

(同

二
八
○
頁
)

す

な

わ

ち

、
朱

色
が

使

え

な

い

か

ら
、

や
が

て

朝

鮮

本

は

こ

の
区

別

を

「
捨

て

た
」
。
だ
が

、
五
山

版

(
=
田
原
本
)

は

一
つ

の
工

夫

を

施

し
、

朱

色

の
部

分

を

単
線

で
、

墨

色

の
部

分

を

双
線

で

描

い
た

の
で

あ

る

。

こ

の
よ
う

に
す

る

と
、

朱

色

は
無

く

と
も

、

朱

色

の
部

分

と
墨

色

の
部

分

は
明

ら

か

な

る
、

五

山
版

の
最

大

の
存

在

価

値

は

こ

こ

に
あ

っ
た

。

こ

の

こ
と

は
、

注

意

深

く

検

討

す

る
と

、

実

は
驚

く

べ
き

こ
と

に

敦

煌
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本

の
写
本
に
は
朱
色
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
「浄
染
十
重
図
」
は
、
鎌
田
氏
本
で

い
え
ば
、
五
〇
段

か
ら

五
二
段
の
本
文
に
あ
た
る

「仏
と
衆
生
、
悟
と
迷
と
の
関
係
」
キ

「迷
い

の
過
程
―

凡
夫

の
相
」
と

「悟
り
へ
の
道
」
の
三
段

の
本
文
ウ

図
に
表

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
〇
段
か
ら
五
二
段
の
本
文
に
関
し

て
は
、
三
種
類
の
テ
キ
ス
ト
に
大
き
な
相
違
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
相
当
箇
所

の
本
文
は
大
き
な
相
違
は
な
い
の
に
、

「浄
染
十
重
図
」
と
な
る
と
相
違

す

る
。
明
蔵
本
の
図
が
白
丸
の
符
号

の
中
に
、
黒
い
部
分
を
印
し
た
り
し
て
、
宗
密
の
原
文
と
相
違
す
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
(
補
注
)

だ
が
、
本
文
の
系
統
は
、
明
蔵
本
と
朝
鮮
本
と
は

明
ら
か
に
相
違
す
る
が
、
朝
鮮
本
と
五
山
版
と
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相

違
は
な
く
、
元
来
、
同

一
系
統
と
い
っ
て
よ
い
。
と
す
る
と
、
果
た
し

て
図
だ
け
が
全
く
別
の
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
朝
鮮
本

の
図
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

鎌
田
氏
は
、
明
蔵
本
と
比
較
し
て
、
朝
鮮
本
の

「
浄
染
十
重
図
」
の

構
造
を
概
略
し
、
「万
暦
本
と
明
蔵
本
と
の
図
式

の
中

で
も

っ
と
も
大

き
な
相
違
点
は
覚
の
下
の
図
式
と
、
仏

の
三
身

の
図
式
で
あ
る
。
」
(前

掲
書
二
五
三
頁
)
と
い
う
。
こ
こ
で
は
そ
の

「覚
」
の
下
、
よ
り
明
確
に

言
う
な
ら
ば

「蔵
識
」
の
下
の
図
式
の
み
を
問
題
に
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
朱
色
を
捨
て
た
朝
鮮
本
の

「浄
染
十
重
図
」
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
敦
煌
本
を
参
考

に
す
る
と
、
朝
鮮
本
は

朱
色
、
墨
色
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
本
来
存
在
し
た
図
の
線
も
省
略

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
本
の
図

を
考

え

る

に

は
、
本
文
が
同

一
系
統
と
考
え
ら
れ
る
五
山
版
か
ら
見
て
、
五
山
版
の

単
線
が
朱
色
を
表
し
、
双
線
が
墨
色
を
表
す
図
が
参
考
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
五
山
版
の

「浄
染
十
重
図
」
を
、
明
蔵
本
や
朝
鮮
本
の
見
出
し
語
を

も
参
考
に
し
な
が
ら
略
説
す
る
と
、
図

(
一
)
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
「真

如
」

の
下

の

「
妄
心
虚
」
と
は
、
単
線
で
繋
が
れ
て
い
る
が
、
双
線
が

よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
改
め
た
。
ま
た
、
浄
染
そ
れ
ぞ
れ
の
十
位
ま
で

の
番
号
は
新
た
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、
大
英
図
書
館
本

に
は
書
き
入
れ
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
し
た
。

「
蔵
識
」

の
下
の
図
を
考
え
る
場
合
に
注
意
す
べ
き

点

は
、
鎌
田
本

の
五
二
段
の
迷
い
の
十
重
と
悟
り
の
十
重
の
関
係
の
文
で
あ
る
。
そ
の

関
係
を
宇
井
氏
は
二
七
九
頁
で
、
「悟
迷
の
十
重

の
関
係
」
と
呼
ん
で
図

に
示
す
が
、
鎌
田
氏
の
訳
注
に
も
、
研
究
書

に
も
、
そ
れ
は
継
承
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
「浄
染
十
重
図
」
に
そ
れ
が
参
考
に
さ
れ
て
い
な
い
。

三
本
で
特

に
問
題
に
な
る
の
が
、
本
覚
の
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
当

然
、
墨
色
で
結
ば
れ
た

「
本
覚
」
は
、
あ
り
え
な
い
。
鎌
田
氏
は
、
宇

井
氏
が

「
止
む
を
得
ず
」
活
字
化
す
る
た
め
に
覚
と
不
覚

の
関
係
を
図

示
せ
ず
に
終
わ
っ
た
図
を
継
承
し
た
た
め
、

そ
の
覚
と
不
覚

の
関
係
を

復
活
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
明
蔵
本
と
同

様

に
、
「不
覚
」
を
開
い

て
、
「
二
、
[本
]
覚
」
を

「
二
、
不
覚
」
の
上
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
結
果
、
頓
悟
漸
修
の
最
後
の
「
一
、
覚
」
、
五
山
版
の

「覚

大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て

(石

井
)

一
二

一
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大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て

(石

井
)

一
二
二

図
(
一
)五
山
版

「浄
染
十
重
図
」
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図
(
二
)朝
鮮

本

「
浄
染
十
重
図
」

の

「
蔵
識
」
下此

上
八
位
是
真
妄

両
軍
戦
敵
之
処

果
」
の
条
項
を
省
略
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
朝
鮮
本
の
図
に
は
、
右
の

最
上
段
に
は
、
「二
、
不
覚
」
と
あ
り
、
そ
れ
と
対
応
す

る

左
の
最
上

段
に
は
、
明
ら
か
に

「
一
、
覚
」
と
あ

る
。

現

存

の
朝
鮮
本
の
図
に

は
、
覚
と
不
覚

の
関
係
を
示
す
朱
色
と
墨
色

の
線
は
な
い
が
、
図
中
の

文
と
し
て
存
在
す
る

「此

の
上
の
八
位
は
是
れ

真
妄
両

軍

の
戦
敵
の

処
」
の
意
味
は
、
先
に
述
べ
た
五
二
段
の

「
迷
悟
の
十
重
の
関
係
」
か

ら
理
解
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
迷
い
の
十
重

の
内

の

「
二
、
不
覚
」
か
ら

「九
、
造
業
」
ま
で
の
八

位
が
、
悟
り
の
十
重
の

二

、
覚
」
か
ら

「
三
、
信
位
」
ま
で
と
対
応

し
な
が

ら
関
係
し
て
い

る
こ
と
を
表
し
て

い
る
。
「迷
い
の
十
重
」

と

「悟
り
の
十
重
」
を
別

々
に
表
せ
ば
、
そ
の
関
係
は
順
序
を
逆
に
し
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
本
の

「浄
染
十
重
図
」

の

「蔵
識
」
の

下

の
図
は
、
図

(二
)
の
よ
う
に
理
解
す

べ

き

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
墨
線
を
双
線
と
し
た
五
山
版
に
準
じ
て

「浄
染
十
重
図
」

に
新
た

に
線
を
加
え
て
参
考
に
供
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
本
に
も
覚
と
不
覚

の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
た
と
読

み
と
る
必
要
が
あ
る
。
敦
煌
本
を
紹
介
し
た
田
中
良
昭
氏
は
、
鎌
田
氏

の
略
図
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
た
め
に
、
以
上
述
べ
た
点
に
は
言
及
し

て
は
い
な
い
。
敦
煌
本
の
図
は
影
印
で
は
見

に
く

い
が
、
右
の
最
上
段

は
不
覚
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
部
分
も
朝
鮮
本
と
同
様
で
あ
る
こ

と
は
明
確
で
あ
る
。

以
上
、
五
山
版
が
特
殊
な
工
夫
に
よ
っ
て
、
単
線
で
朱
色
を
表
し
、

大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て

(石

井
)

一
二
三

617



大
英
図
書
館
所
蔵

の
五
山
版

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』

に

つ
い
て

(石
、
井
)

一
二
四

双
線
で
墨
色
を
表
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
本
や

敦
煙
本

の

「浄
染
十
重
図
」
が
以
前
よ
り
読
み
取
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
本
文
に
忠
実
な
図
に
改
め

よ
う
と
し
た
明
蔵
本
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
朝
鮮
本
と
構

造
的

に
は
異
な
る
も

の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
詳
し

い
比
較
は
別
の
機
会
に
し
た
い
。

最
後

に
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
は
、
敦
煌
本

の
朱
筆
を
影
印
版
で
は

な
く
て
実
物
で
確
認
で
き
れ
ば
、
今
回
の
推
測
が
よ
り
正
確

に
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
と
も
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
に

お
い
て
閲
覧
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(補
注
)

武
内
義
雄
氏
の

『
中
国
思
想
史
』
(も
と

『支
那
思
想
史
』、
岩
波

書
店
、

一
九
三
六
年
)
で

は
、
『
都
序
』
の
明
蔵
本
の
図
が
北
宋
の
周

敦
頤

の

「太
極
図
」
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
が
、
こ
の
説
が
成
立

し
な
い
こ
と
は
筆
者
も
当
然
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
論
文
に
吾
妻
重
二
氏
の

「
太
極
図
の
形
式
―
儒
仏
道

三
教

を
め
ぐ
る
再
検
討
―
」
(『日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
六
集
、

二
九
九

四
年

一
〇
月
)

い
あ
る
こ
と
を
後
に
知

っ
た
。
そ
の
中
に
は
敦
煌
本

の
図

の
朱
筆
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』、
宗
密
、
「浄
染
十
重
図
」、
五
山
版

(駒
沢
大
学
教
授
、
文
博
)

掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
諸
氏
の
発
表
題
目
②

和
泉
地
方
に
お
け
る
浄
土
宗
の
展
開
―
堺
旭
蓮
社
を
中
心
に

藤
本
顕
通

(大
阪
成
蹊
女
子
高
校
)

諸
行
本
願
義
に
つ
い
て

坂
上
雅
翁

(淑
徳
短
期
大
学
)

臨
終

の
師

、

吉
田

清

(花
園
大
学
)

近
世
仏
教
と
対
キ
リ
シ
タ
ソ
問
題

(五
)

高
神
信
也

(大
正
大
学
大
学
院
修
了
)

「決
定
往
生
三
機
行
相
」

に
つ
い
て

永
井
隆
生

(知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
)

「十
二
問
答
」
の
伝
承
に
つ
い
て

小
林
清
尚

(知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
)

證
空

の
関
東
遊
化
と
親
鸞加

藤
義
諦

(総
合
研
究
大
学
院
大
学
)

真
宗
に
お
け
る
価
値
判
断

の
基
準
に
つ
い
て

尾
寺
孝
文

(龍
谷
大
学
)
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